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フレイル
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フレイルは、海外の老年医学の分野で使用されている英語の「Frailty（フレイルティ）」
が語源。「Frailty」を日本語に訳すと「虚弱」や「老衰」、「脆弱」などを意味する。日本
老年医学会は高齢者において起こりやすい「Frailty」に対し、正しく介入すれば戻ると
いう意味があることを強調したかったため、多くの議論の末、「フレイル」と共通した日
本語訳にすることを2014年5月に提唱。

フレイルは、厚生労働省研究班の報告書では「加齢とともに心身の活力（運動機能
や認知機能等）が低下し、複数の慢性疾患の併存などの影響もあり、生活機能が障
害され、心身の脆弱性が出現した状態であるが、一方で適切な介入・支援により、生
活機能の維持向上が可能な状態像」とされており、健康な状態と日常生活でサポー
トが必要な介護状態の中間を意味します。多くの方は、フレイルを経て要介護状態へ
進むと考えられていますが、高齢者においては特にフレイルが発症しやすいことがわ
かっています。



要介護状態への移行モデル
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4（健康・体力づくり事業財団：サルコペニア・フレイルを予防して健康寿命をのばそう）
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サルコペニア
筋肉が減り、からだの機能が低下した状態。握力が低下しているか（男性26㎏未満、
女性18㎏未満）、または歩く速度が低下していて（0.8m/秒以下）、検査で筋肉量が基
準より減少していることが認められると、サルコペニアと診断される。

フレイル
加齢に伴う予備能力の低下のため、ストレスに対する回復力が低下した状態。サル
コペニアよりも広い範囲を含む概念で、身体的な問題のほか、認知機能の衰えなどの
精神・心理的問題、独居や経済的困窮などの社会的問題などからなり、要介護状態
の前段階と位置づけられている。フレイルの人はサルコペニアを合併することも多く、
サルコペニアがフレイルの引き金にもなる。

ロコモ（ロコモティブシンドローム）
運動器（骨・関節・筋肉・神経など運動するために必要なからだのしくみ）の障害のた
めに移動機能の低下をきたした状態。サルコペニアはロコモの要因の一つ。



サルコペニア診断アルゴリズム（アジアワーキンググループ基準）
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7（健康・体力づくり事業財団：サルコペニア・フレイルを予防して健康寿命をのばそう）



8（健康・体力づくり事業財団：サルコペニア・フレイルを予防して健康寿命をのばそう）



9（健康・体力づくり事業財団：サルコペニア・フレイルを予防して健康寿命をのばそう）



日本老年医学会 10
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日本版 Cardiovascular Health Study 基準

12

基本チェックリストとは、65歳以上の高齢者が自分の生活や健康状態を振り返り、心身の機能で衰えているところがないか

どうかをチェックするためのものです。生活機能の低下のおそれがある高齢者を早期に把握し、介護予防・日常生活支援総
合事業）へつなげることにより状態悪化を防ぐためのツールです。全25項目の質問で構成されています。
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高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施（市町村における実施イメージ図）
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厚生労働省保険局
高齢者医療課資料

「通いの場」
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厚生労働省 一般介護予防事業等の推進方策に関する検討会 取りまとめ （参考資料）
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高齢者の「通いの場」におけるフレイル対策（2020年～）

介護予防に資する住民主体の通いの場
① 体操や趣味活動等を行い、介護予防に資すると市町村が判断する
通いの場であること。

② 通いの場の運営主体は、住民であること。
③ 通いの場の運営について、市町村が財政的支援（地域支援事業の
一般介護予防事業、地域支援事業の任意事業、市町村の独自事業
等）を行っているものに限らないこと。

④ 月１回以上の活動実績があること。



高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施における医療専門職の役割
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厚生労働省保険局
高齢者医療課資料
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日本老年医学会
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日本老年医学会



老衰へのプロセス
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歩行障害

排泄障害

摂食障害

老衰死



演者の年間歩行数の推移
（2001～2022年）
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2022年は8月16日まで
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